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パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン

第
一
部
会
（
三
十
六
号
館
三
階
三
八
二
教
室
）

午
前
の
部

十
時
三
十
分
か
ら

幕
末
明
治
の
「
ア
メ
リ
カ
」
受
容

〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
〉
吉
野
作
造
記
念
館

大
川

真

明
治
以
降
の
約
一
五
〇
年
に
お
よ
ぶ
歴
史
の
な
か
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
は
「
不
思

議
な
関
係
」
（
高
坂
正
堯
）
を
築
い
て
き
た
。
日
米
は
激
し
く
敵
対
し
、
核
兵
器
ま

で
使
用
し
た
凄
惨
な
戦
争
を
経
験
し
な
が
ら
、
両
国
の
政
府
は
「
世
界
の
な
か
で
最

も
重
要
な
二
国
間
関
係
」
と
公
言
し
て
憚
ら
な
い
ほ
ど
の
同
盟
関
係
を
構
築
し
て
き

た
。
近
年
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
安
全
保
障
政
策
の
問
題
か
ら
日
米
関
係
を
よ
り
一
層
強
固
に
し

よ
う
と
す
る
様
々
な
政
治
的
な
動
き
が
あ
る
が
、
情
緒
的
な
意
見
が
先
行
し
て
い
る
。

今
こ
そ
学
問
的
・
理
性
的
に
日
米
関
係
史
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、

政
治
史
・
外
交
史
研
究
か
ら
の
蓄
積
は
厚
い
も
の
の
、
思
想
史
か
ら
の
研
究
は
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
い
。

本
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
二
つ
の
発
表
を
通
じ
て
幕
末
明
治
の
「
ア
メ
リ
カ
」
受
容

を
考
え
て
い
き
た
い
。
は
じ
め
に
、
幕
末
明
治
の
リ
ン
カ
ー
ン
受
容
と
い
う
テ
ー
マ
を
陶

徳
民
氏
（
関
西
大
学
）
に
発
表
し
て
も
ら
う
。
近
代
日
本
と
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー

ン
（
一
八
〇
九
～
一
八
六
五
）
と
の
関
係
の
解
明
は
、
明
治
以
降
の
精
神
史
・
教
育
史
・

政
治
思
想
史
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
影
響
を
検
証
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
ペ
リ
ー
来
航
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
比
べ
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
（
向
上
心
、
正
義
感
、
職

分
意
識
と
リ
ー
ダ
ー
精
神
）
や
政
治
理
念
（
民
主
主
義
と
人
種
差
別
撤
廃
）
と
し
て
人
々

に
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
リ
ン
カ
ー
ン
現
象
に
関
す
る
研
究
は
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ
る
。

本
発
表
は
、
浜
田
彦
蔵
・
新
渡
戸
稲
造
・
松
村
介
石
な
ど
先
駆
者
に
よ
る
リ
ン
カ
ー
ン
紹

介
、
一
九
〇
三
年
国
定
『
高
等
小
学
修
身
書
』
に
お
け
る
リ
ン
カ
ー
ン
像
（
全
二
十
八
課

中
、
徳
川
吉
宗
に
五
課
、
明
治
天
皇
に
三
課
、
リ
ン
カ
ー
ン
に
五
課
を
割
り
当
て
た
）
、

お
よ
び
櫻
井
鴎
村
・
内
ヶ
崎
作
三
郎
・
秋
山
弥
一
な
ど
リ
ン
カ
ー
ン
伝
記
作
家
の
個
人
体

験
に
対
す
る
分
析
を
通
じ
て
、
幕
末
明
治
に
お
け
る
リ
ン
カ
ー
ン
受
容
の
契
機
や
軌
跡
、

立
身
出
世
・
独
立
自
尊
の
精
神
の
形
成
に
寄
与
し
た
リ
ン
カ
ー
ン
の
影
響
を
具
体
的
に
究

明
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

続
い
て
、
幕
末
明
治
で
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
制
度
面
で
ど
の
よ
う
に
受
容
さ

れ
た
の
か
、
と
り
わ
け
代
議
制
度
や
首
相
公
選
制
に
対
す
る
理
解
を
テ
ー
マ
に
大
川
が
発

表
す
る
。
は
じ
め
に
、
一
八
五
三
年
ペ
リ
ー
来
航
の
一
年
後
に
刊
行
さ
れ
流
布
し
た
ア
メ

リ
カ
事
情
書
で
あ
る
『
美
理
哥
国
総
記
和
解
』
（
林
則
徐
訳
・
魏
源
重
輯
『
海
国
図
志
』

を
正
木
雞
窓
が
和
訳
）
を
題
材
に
、
議
会
政
治
の
理
解
を
見
て
い
く
。
つ
づ
い
て
万
延
元

年
の
遣
米
使
節
団
の
日
記
を
題
材
に
、
東
ア
ジ
ア
世
界
で
は
馴
染
み
の
な
い
共
和
政
治
や

大
統
領
制
へ
の
理
解
を
見
て
い
く
。
最
後
に
明
六
社
社
員
と
し
て
活
躍
し
た
神
田
孝
平
が

慶
応
四
年
に
発
表
し
た
「
江
戸
市
中
改
革
仕
方
案
」
を
題
材
に
、
明
治
の
国
会
制
度
へ
と

続
く
代
議
制
度
の
受
容
を
検
討
し
、
多
数
決
制
と
全
会
一
致
制
と
い
う
二
つ
の
「
決
め
方
」

の
相
克
を
論
じ
て
い
き
た
い
。

以
上
の
二
者
の
発
表
に
対
し
て
、
近
世
・
近
代
日
本
に
お
け
る
法
学
や
統
計
学
な
ど
の

西
洋
学
術
受
容
を
専
門
と
す
る
大
久
保
健
晴
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
）
が
コ
メ
ン
ト
を
行
う
。

10月18日（日）大会第２日
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特
別
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン

第
一
部
会
（
三
十
六
号
館
三
階
三
八
二
教
室
）

午
後
の
部

一
時
三
十
分
か
ら

津
田
左
右
吉
と
早
稲
田
大
学

―
記
憶
と
記
録
―

共

催

日
本
思
想
史
学
会

早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院

グ
ル
ー
プ
研
究
「
早
稲
田
大
学
と
東
ア

ジ
ア
―
人
文
学
の
再
生
に
向
か
っ
て
」
（
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基

盤
形
成
支
援
事
業
「
近
代
日
本
の
人
文
学
と
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
」
）

〈
パ
ネ
リ
ス
ト
〉
防
衛
医
科
大
学
校
名
誉
教
授

岡
本

天
晴

早
稲
田
大
学
図
書
館

小
林

邦
久

早
稲
田
大
学

真
辺

将
之

津
田
左
右
吉
は
、
日
本
近
代
を
代
表
す
る
思
想
史
家
で
、
そ
の
斬
新
な
方
法
に
よ

っ
て
日
本
の
み
な
ら
ず
中
国
や
朝
鮮
に
も
及
ぶ
壮
大
な
研
究
を
展
開
し
た
。
今
回
大

会
を
開
催
す
る
早
稲
田
大
学
は
津
田
ゆ
か
り
の
場
所
で
あ
る
。
津
田
は
早
稲
田
大
学

の
前
身
の
東
京
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
吉
田
東
伍
の
後
任
と
し
て
早
稲
田
大
学
文
学

部
史
学
科
に
着
任
、
更
に
哲
学
科
東
洋
哲
学
専
攻
科
（
後
に
支
那
哲
学
専
攻
科
、
更

に
支
那
学
専
攻
科
と
改
名
）
に
移
籍
し
て
多
く
の
弟
子
を
育
成
し
た
。
そ
の
中
の
一

人
に
中
国
古
代
思
想
の
研
究
者
で
あ
る
故
・
栗
田
直
躬
早
稲
田
大
学
教
授
が
い
る
。

栗
田
は
津
田
が
起
訴
さ
れ
た
裁
判
の
時
も
、
早
稲
田
大
学
辞
職
の
後
も
、
そ
の
逝
去

に
至
る
ま
で
献
身
的
に
津
田
に
付
き
添
っ
た
。
栗
田
は
津
田
に
つ
い
て
短
い
文
章
を

い
く
つ
か
書
い
て
い
る
が
、
世
に
向
け
て
語
る
こ
と
は
多
く
は
な
か
っ
た
。
栗
田
に

限
ら
ず
津
田
門
下
の
研
究
者
た
ち
は
自
分
の
学
生
た
ち
に
は
津
田
へ
の
尽
き
な
い
思

い
出
を
語
っ
て
い
た
が
活
字
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
少
な
く
、
そ
の
学
生
た
ち
の
高

齢
化
も
進
ん
で
い
る
現
在
、
そ
れ
ら
を
記
録
に
留
め
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

今
回
は
栗
田
が
早
稲
田
大
学
教
授
を
勤
め
て
い
た
時
の
学
生
で
晩
年
ま
で
そ
の
膝

下
に
侍
し
た
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、
栗
田
か
ら
直
接
聞
い
た
一
般
に
持
た
れ
て
い
る
津
田

像
と
は
別
の
津
田
の
姿
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

ま
た
津
田
没
後
、
蔵
書
や
遺
品
の
多
く
は
早
稲
田
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
が
、
そ
の

う
ち
の
図
書
館
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
、
更
に
津
田
が
い
た
時
の
東
京
専
門
学
校
と
大

学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
の
紹
介
と
、
そ
の
研
究
状
況
も
報
告
す
る
。

近
現
代
の
研
究
対
象
に
つ
い
て
の
記
憶
を
い
か
に
記
録
に
留
め
る
か
、
ま
た
対
象

に
関
係
す
る
資
料
を
い
か
に
保
存
し
整
理
す
る
か
と
い
う
問
題
も
、
今
回
の
試
み
を

通
し
て
考
え
て
み
た
い
。

な
お
当
日
、
本
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
あ
わ
せ
て
展
示
も
行
う
。

○
記
念
展
示

「
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
津
田
左
右
吉
（
津
田
文
庫
等
）
、
服
部
南
郭

（
服
部
文
庫
）
関
係
資
料
」

会

場

三
十
三
号
館
三
階
第
二
会
議
室

（
大
会
両
日
と
も
開
催
。
三
十
六
号
館
よ
り
徒
歩
一
分
）

10月18日（日）大会第２日
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パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン

第
一
部
会
（
三
十
六
号
館
三
階
三
八
二
教
室
）

午
後
の
部

三
時
か
ら

国
史
学
と
ア
ジ
ア
と
仏
教
文
物

〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
司
会
〉
佐
藤

文
子
（
佛
教
大
学
）

〈
パ
ネ
リ
ス
ト
〉

吉
田

一
彦
（
名
古
屋
市
立
大
学
）

「
黒
板
勝
美
の
宗
教
史
研
究
と
国
史
叙
述
―
仏
教
・
神
道
・
道
教
」

池

美
玲
（
韓
国
・
藝
術
綜
合
大
学
）

「
い
わ
ゆ
る
日
帝
期
朝
鮮
に
お
け
る
仏
教
文
物
調
査

―
関
野
貞
の
活
動
を
中
心
に
」

手
島

崇
裕
（
韓
国
・
慶
煕
大
学
）

「
黒
板
勝
美
の
南
洋
調
査
と
〈
日
本
〉
」

佐
藤

文
子

「
総
括

古
代
観
の
組
成
過
程
と
〈
日
本
〉
」

こ
の
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
前
近
代
の
現
地
現
物
に
即
し
た
具
体
研
究
に
実

績
が
あ
る
歴
史
家
が
主
体
と
な
っ
て
、
国
境
線
で
括
ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
小
規

模
な
私
た
ち
）
を
単
位
と
す
る
過
去
の
自
国
史
を
形
成
し
た
思
想
を
あ
き
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
人
類
の
営
為
を
読
み
解
く
新
た
な
人
文
学
の
地
平
を
拓
く
こ
と
を
め

ざ
す
。

国
民
国
家
の
実
現
を
め
ざ
す
近
代
日
本
に
と
っ
て
、
古
代
は
復
古
す
る
べ
き
理
想

そ
の
も
の
を
指
し
、
た
め
に
一
〇
〇
年
以
上
前
に
描
き
出
さ
れ
た
そ
の
像
は
、
い
ま

も
た
や
す
く
か
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
維
新
勢
力
や
宗
教
勢
力
な
ど
の
複
数
の
ユ

ニ
ッ
ト
が
、
各
々
の
由
緒
や
権
利
を
主
張
し
ぶ
つ
か
り
あ
い
な
が
ら
、
近
代
日
本
の

オ
リ
ジ
ン
に
ふ
さ
わ
し
い
古
代
が
選
び
取
ら
れ
て
い
く
様
相
を
仏
教
文
物
を
ツ
ー
ル

と
し
つ
つ
あ
き
ら
か
に
し
て
い
く
。

東
京
帝
国
大
学
の
国
史
学
の
教
授
と
し
て
活
躍
し
た
黒
板
勝
美
は
、
国
史
の
基
本

と
な
る
歴
史
を
叙
述
し
た
。
一
方
、
個
別
研
究
で
は
、
古
代
に
お
け
る
道
教
、
神
仙

思
想
の
受
容
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
そ
れ
ら
と
古
神
道
や
仏
教
と
の
関
係
に
つ
い
て

論
究
し
て
い
る
。
吉
田
報
告
で
は
、
彼
の
国
史
叙
述
と
個
別
研
究
と
の
関
係
に
つ
い

て
考
察
す
る
。

こ
ん
に
ち
の
認
識
に
お
い
て
、
美
術
史
は
岡
倉
天
心
か
ら
建
築
史
は
伊
東
忠
太
か

ら
始
ま
っ
た
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
当
初
は
ひ
と
つ
の
領
域
の
な
か
に
、
美
術
史

・
建
築
史
が
含
ま
れ
つ
つ
、
調
査
研
究
が
進
捗
し
た
。
具
体
的
に
は
、
岡
倉
・
伊
東

の
後
に
登
場
す
る
関
野
貞
の
存
在
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
池
報
告
で
は
、
特
に

関
野
の
活
動
に
注
目
し
、
韓
国
仏
教
文
物
調
査
と
韓
国
美
術
史
の
形
成
の
接
点
に
つ

い
て
論
じ
て
い
く
。

大
正
期
に
い
っ
た
ん
確
立
し
た
黒
板
の
国
史
学
は
、
昭
和
史
の
展
開
の
な
か
で
、

常
に
〈
外
〉
と
の
対
峙
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
具
体
的
様
相
を
、
黒
板
勝
美
の

南
洋
調
査
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
し
い
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
を
補
完
す
る
風
景
を

南
洋
方
面
に
探
求
し
、
国
史
学
の
文
脈
に
取
り
込
み
、
あ
る
い
は
国
史
学
の
枠
組
み

を
支
え
る
〈
外
〉
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
っ
た
様
相
を
手
島
報
告
で
あ
き
ら
か
に
す
る
。

こ
の
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
全
体
と
し
て
、
自
国
史
の
構
造
に
注
目
し
、
そ
の

思
想
を
ア
ジ
ア
的
観
点
か
ら
解
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
〈
国
史
学
〉
は
、
明
治
維
新

直
後
か
ら
の
試
行
錯
誤
の
末
、
仏
教
文
物
を
万
邦
に
誇
る
べ
き
財
の
中
核
に
据
え
、

筋
立
て
に
組
み
込
ん
だ
。
現
在
の
日
本
史
分
野
は
根
底
に
こ
の
流
れ
を
承
け
て
お
り
、

こ
の
パ
ネ
ル
は
今
後
の
学
問
の
方
法
の
模
索
と
し
て
の
意
味
を
有
し
て
い
る
。

＊
な
お
こ
の
研
究
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
「
ア
ジ
ア
的
観

点
か
ら
み
た
〈
国
史
学
〉
の
比
較
思
想
史
的
研
究
―
仏
教
文
物
の
位
置
づ
け
を
鍵
と
し

て
―
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
（
研
究
代
表
者

佐
藤
文
子
）

10月18日（日）大会第２日
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パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン

第
二
部
会
（
三
十
六
号
館
五
階
五
八
一
教
室
）

午
後
の
部

一
時
か
ら

「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
再
検
討

〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〉
同
志
社
大
学

平
野

敬
和

「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
は
広
く
政
治
・
社
会
・
文
化
の
領
域
に
わ
た
る
思
想
・

運
動
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
空
間
的
に
も
、
日
本
の
民
主
主
義
的
傾
向
と
東
ア
ジ
ア
の

民
主
化
を
連
動
さ
せ
る
点
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
本
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
吉
野
作
造
・

石
橋
湛
山
・
柳
田
國
男
と
い
う
、
当
該
期
を
代
表
す
る
思
想
家
を
取
り
上
げ
、
彼
ら

が
そ
の
よ
う
な
時
代
に
い
か
な
る
議
論
を
展
開
し
た
の
か
を
検
証
す
る
。
そ
れ
と
同

時
に
、
戦
後
の
歴
史
学
・
国
際
政
治
学
・
思
想
史
学
に
お
け
る
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
」
論
の
再
検
討
も
試
み
た
い
。
三
人
の
報
告
者
は
、
と
り
わ
け
一
九
七
〇
年
代
以

降
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
研
究
の
成
果
に
対
す
る
批
判
と
継
承
、
と
い
う
課
題
を
共
有
し

て
い
る
。

吉
野
作
造
の
軍
部
批
判
と
「
満
蒙
特
殊
権
益
」
論

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

藤
村

一
郎

吉
野
作
造
の
軍
部
批
判
は
、
従
来
、
主
と
し
て
統
帥
権
の
独
立
批
判
、
軍
縮
論
を

内
容
と
し
国
内
政
策
論
と
し
て
整
理
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
吉
野
の
軍
部
批
判

論
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
国
内
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
化
と
と
も
に
日
本
外
交
の
健
全
化
に

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
吉
野
は
国
際
的
趨
勢
を
背
景
に
、
中
国
に
お
け
る
勢
力
範
囲

の
撤
廃
を
主
張
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
出
先
軍
（
関
東
軍
）
に
よ
る
満
洲
軍
閥
の
籠

絡
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
「
密
約
的
利
権
」
を
指
摘
し
批
判
す
る
こ
と
へ
と
接
続
す
る
。

本
報
告
で
は
、
吉
野
の
軍
部
批
判
と
対
中
国
政
策
を
あ
わ
せ
て
読
み
直
す
な
か
で
、

吉
野
が
「
満
蒙
特
殊
権
益
」
に
つ
い
て
何
を
問
題
に
し
、
い
か
な
る
処
方
箋
を
出
し

て
い
た
の
か
を
検
討
す
る
。

石
橋
湛
山
の
ア
ジ
ア

同
志
社
大
学

平
野

敬
和

本
報
告
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
か
ら
一
九
二
〇
年
代
の
石
橋
湛
山
の
ア
ジ
ア
論

を
取
り
上
げ
る
。
石
橋
は
、
日
本
の
政
治
・
社
会
の
民
主
化
を
東
ア
ジ
ア
の
民
主
化

に
接
続
さ
せ
て
論
じ
た
、
近
代
日
本
を
代
表
す
る
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
当
該
期
の
彼
が
掲
げ
た
「
小
日
本
主
義
」
論
の
思
想
史
的
位
置
付
け
を
試
み
る

に
当
た
っ
て
、
帝
国
主
義
批
判
と
植
民
地
論
、
中
国
や
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
東

ア
ジ
ア
の
国
際
政
治
を
め
ぐ
る
議
論
に
注
目
す
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界
大
戦
を
契
機

と
し
て
、
帝
国
主
義
・
植
民
地
主
義
が
正
当
性
を
失
い
、
民
族
自
決
主
義
が
唱
え
ら

れ
る
な
か
で
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
民
族
運
動
に
向
き
合
っ
た
石
橋
が
、
東
ア
ジ
ア

の
地
域
秩
序
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
構
想
を
も
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

柳
田
民
俗
学
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学

岐
阜
大
学

田
澤

晴
子

柳
田
民
俗
学
は
、
官
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
対
抗
す
る
「
民
間
学
」
だ
と
す
る
議
論

が
通
説
と
な
っ
て
き
た
。
近
年
、
戦
前
の
民
俗
学
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
の
関
係
や
民

間
学
者
同
士
の
研
究
方
法
が
議
論
の
俎
上
に
の
ぼ
っ
て
き
て
い
る
。
本
報
告
で
は
、

歴
史
学
と
の
関
係
に
焦
点
を
あ
て
て
考
察
す
る
。
第
一
に
一
九
一
〇
年
代
に
お
い
て
、

柳
田
の
議
論
と
歴
史
学
者
の
記
紀
論
や
研
究
方
法
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た

の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
地
名
由
来
や
伝
説
な
ど
の
口
碑
を
め
ぐ
る
柳
田

と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
認
識
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
三
に
一
九
二
〇
年
代
か
ら

三
〇
年
代
に
お
い
て
民
俗
学
講
座
等
に
お
け
る
柳
田
の
講
義
内
容
な
ら
び
に
帝
国
大

学
等
に
お
け
る
民
俗
学
研
究
に
つ
い
て
考
察
し
、
柳
田
民
俗
学
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史

学
と
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

10月18日（日）大会第２日


